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農業生産法人サングレイスを設立 
「食と農の連携」新しい農業の形 

 

モスバーガーを展開する株式会社モスフードサービス（代表取締役社長CEO兼COO：櫻田 厚、

本社：東京都新宿区）では、モスバーガー店舗で使用する生鮮野菜の安定した調達と農業生産

地との協力体制強化を目指し、平成 18 年 2 月に農業生産法人・株式会社サングレイス設立しま

した。来る 2 月より、作付けを開始し本格稼動します。当初は、糖度・酸味に優れたトマト約

600 トン（年間収穫総量）を、全天候型耐候性ハウスで生産する計画です。 

 

株式会社サングレイスは、株式会社野菜くらぶ（農業生産法人、代表取締役社長：澤浦彰治、

所在地：群馬県利根郡昭和村）ならびに個々の生産者などとの共同出資会社で、資本金は 4,950

万円です。一般株式会社の農業生産法人への出資については、農地法により「株式の譲渡制限」

があります。農業関係者（農家、農協等）以外の一構成員は、総議決権の 1／10 以下と決めら

れています。当社は、新会社に対し 6,000 万円を出資し、約 61％の株式を保有する筆頭株主と

なりますが、無議決優先配当株式が保有株式の大半となるため、議決権ベースは、1／10 となっ

ています。 

 

一部外食企業では、構造改革特区にて農業参入している企業もあります。しかしながら、当

社では、本来的に農業生産地の活性化を目指して企業が協働して体質強化・向上していくため

には、こうした共同出資方式が必要と判断しました。当社では、1997 年以降、国内生産農家と

の協力体制を構築（協力農家約 2000 軒）し、産地・生産者の顔が見える野菜を提供してきまし

た。こうした活動により、さまざまな生産者との連携が深まり、今回のような形態へ発展させ

ることができました。今回の事業は、こうした産地との連携手法が評価され、農林水産省より

国庫補助事業（広域連携等産地競争力強化支援事業、補助金は約 3億円）に指定されています。

規制緩和と生産者擁護の議論が平行線を辿る我が国の農業において、本事業は「これからの一

般企業と産地との連携の形」だと確信しています。 

 

株式会社サングレイスは、群馬と静岡に計 3農場を保有し、総作付面積は 3.8 ヘクタール 

（約 11,400 坪）です。3農場全てに耐候性ハウスを建設し、台風など天候による被害を受けな

い全天候型農場となります。隔離土耕（農作物と土を接触させない農法）など先端技術を導入

し、糖度・酸味に優れた当社の規格にあう大きいサイズのトマトを生産開始します。 

 

過去数年、天候に左右される生鮮野菜の安定調達は困難となっています。とくに優良なトマ

トは、夏場以降欠品（当社の協力農家からの集荷が不足し、一般流通品を代用）が毎年のよう

に続いてきました。新会社のトマトの年間収穫総量は約 600 トンで、このうち当チェーンで使

用可能な L型優良トマトの収穫は約 180 トンを見込んでおります。 

 

モスフードサービスでは、「人間貢献・社会貢献」の経営理念のもと、「おいしくて、安全

で、健康によい商品」を「真心と笑顔のサービス」とともに提供することに一貫して取り組ん

でいます。食全般に対する関心がますます高まる中で、外食産業と農業生産現場との協働は、

必要不可欠な要素となりつつあります。モスバーガーではあらゆる角度から、本当に実りのあ

る協力方式を模索し、日本国内の農業や地域社会へ貢献していく考えです。 



＜株式会社サングレイス 概要＞ 

 

■設立  2006 年 2 月 ※本格作付け開始は、2007 年 2 月 

■商号  株式会社サングレイス（農業生産法人） 

■資本金  4,950 万円 

■所在地  静岡県菊川市堀の内 183 番地 

■代表者  代表取締役会長 澤浦 彰治（株式会社野菜くらぶ代表取締役） 

        代表取締役社長 杉山 健一 

■おもな役員 取締役 伊東 清 

（株式会社モスフードサービス 商品流通本部 アグリ事業グループ 
 グループリーダー） 

■施設  トマト全天候型耐候性ハウス（年間約 600 トンのトマトを生産） 

   静岡農場（静岡県菊川市） 1.8 ヘクタール 

   群馬農場１（群馬県利根郡昭和村）1.8 ヘクタール 

   群馬農場２（群馬県沼田市）0.2 ヘクタール 

  青森集出荷施設（青森県黒石市） 

  静岡集出荷施設（静岡県菊川市） 

  群馬集出荷施設（群馬県利根郡昭和村） 

 

■おもな出資者 株式会社モスフードサービス 

  株式会社野菜くらぶ 

  アグリビジネス投資育成 

 

＜参考＞ 

 

【モスバーガーチェーンで使用している生鮮野菜「モスの生野菜」について】 

 日本全国約 2000 軒の協力農家によって農薬や化学肥料に極力、頼らない方法で生産された野

菜を、モスバーガーでは「モスの生野菜」と呼んでいます。おいしくて、健康に良い、安全な

野菜は、ミネラルバランスのとれた「生きた土」によって育まれています。モスバーガーのお

店では、その日に届く野菜の生産者を店内の黒板にて表記し、「生産者の顔が見える野菜」と

してご提供しています。社団法人日本フードサービス協会による認証制度「JF 認証」も取得し

ています。 
 

【株式会社野菜くらぶ について】 

 1992 年に代表の澤浦氏を含む若手 3 名で立ち上げた生産者団体です。群馬県内でも有数の野

菜生産地として知られる利根郡昭和村を拠点とし、現在は同氏の考えに共鳴した生産農家が 50

戸まで増え、全国屈指の生産者団体になりました。 

■資本金  2,820 万円 

■売上高 85,300 万円（平成 18 年 1 月期） 

 

 

 

＜この件に関する問い合わせ先＞ 

株式会社モスフードサービス 広報室 TEL. 03-3266-7171 FAX. 03-3266-7110 

〒162-8501  東京都新宿区箪笥町 22 番地 

HP. http://www.mos.co.jp E-mail： pr@mos.co.jp

mailto:pr@mos.co.jp

